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８月31日から９月１日にかけて、キルギスの首都ビシケクにて第26回上海協力機構（SCO）首脳

会合が開催され、これに合わせて数多くの二国間会談が実施された。今号ではその内容について

取りまとめた上で、解説・考察を行う。 

SCOは、冷戦期に深刻化した中ソ国境問題について引き続き取り組んできた中ロおよびカザフスタ

ン、キルギス、タジキスタンからなる上海ファイブと呼称される枠組みを母体とする。2001年にウズ

ベキスタンが参加してSCOが発足し、今年で25周年となる。本部は北京に置かれている。国境問題

の解決を出発点としたことから、テロや分離主義への対応といった安全保障を主な活動分野とし、

2003年からはテロ対策を目的とした「平和の使命（Peace Mission）共同演習」を実施している。その

後SCOは経済分野や人文分野など、安全保障以外にも活動範囲を拡大している。2001年に上海

で実施された第１回首脳会合で宣明された、相互信頼、互恵、平等、協議、多様な文明の尊重、

そして共同発展の追求を特徴とする「上海精神」が、SCOの中核理念とされている。加盟国は2026

年９月現在で、10カ国（中ロ、カザフスタン、キルギス、タジキスタン、ウズベキスタン、インド、パキス

タン、イランおよびベラルーシ）に拡大した。 

25年目を迎えた上海協力機構 
―サミットとバイ会談に見る加盟国の思惑－  
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